
白石島の四季を遊ぶ



白石島もやいの会

もやい結び
船を係留するときの縄の結び方の一つ

いつでも人と人が繋がりながら、
生き生きと暮らすことができる
島であり続けたい



白石島もやいの会の目的

魅力の発信 と 持続可能な地域づくり

・島を訪れる人、島の文化を継承する人の増幅
：「人」を結びつけていく事業
・多様な人の知恵を生かし、地域経済を活性化させていく事業
・島の自然や居住環境の維持と改善
：持続可能な地域づくりに関する事業
・島民（主に高齢者）の生活支援に関わる事業



島の現状
瀬戸内海国立公園 重要無形文化財白石踊
基幹産業 観光業 石材業 漁業
少子高齢化
世帯数238 人口 男148 女201(R6年4月）
小中学校の休校 島内の移動 医療福祉施設



出典：一般社団法人 笠岡市観光協会



「白石島の四季をあそぶ」主旨

島を訪れる人や島のファンを増やし交流人口を増やすことで、
将来も島の暮らしを継続させていくために四季折々の島の良
さを発信していく。

最期まで島で暮らしたい人たちが豊かな時間を過ごし、
若い人たちにそのキャリアを引き継いでもらえるよう、
四季の行事や生活の知恵を伝承していく。



春をあそぶ



夏をあそぶ



四季をあそぶために

道路修復・草刈り作業



四季をあそぶ
広報活動・清掃
ツリーで島を灯す



初春をあそぶ



雛めぐり・島めぐり



参加者アンケートより

「島の石に描いた雛人形がすごい」
「島をあげてのおもてなに温かさを感じた」
「アットホームな感じで、来て嬉しかった」



白石島の四季をあそぶ 活動の効果

・年間を通し継続的に行事を行ってきたことで、
：島に行事に合わせて帰省してくれるようになった。
：一人暮らしの高齢者にとっては、楽しみが増えている。

・来場者が島内を散策し、島民との対話が生まれていた。
：会場を提供した島民や高齢者が、訪れる人をもてなしていた。

・会場の草刈りや清掃の参加者、飾りなどの提供者が、増加した。



今後の課題解決のために

島から出た人たちの想いも反映させていく

年齢を超えた交流を行い、
島の伝承の風習や習わしなどに触れる機会を

行事に合わせて行う草刈りなどの環境整備、
害獣被害の防止、高齢者の移動支援

各地の島島の間をつないでいく



ご助成ご支援ありがとうございました


